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2019 

12. 波多智子：骨髄異形成症候群の新しい治療薬. 内科総合誌 Medical Practice 36(8) : 1258-1260, 2019  

13. 波多智子：【話題】AML に対する新規治療薬開発の現状. 血液内科 79(2) : 225-228, 2019 

14. 波多智子：【特集：骨髄異形成症候群（MDS）】Ⅰ．総論 骨髄異形成症候群の発症頻度, 予後：日米間の比較. 日

本臨床 77(9) : 1401-1406, 2019 

15. 宮﨑泰司：【特集 白血病診療の新展開】白血病の分類と疫学. Pharma Medica 37(10) : 9-12, 2019 

16. 宮﨑泰司：WHO 分類（2017 年版）における白血病の分類. 別冊・医学のあゆみ 白血病 UPDATE : 4-9, 2019 

17. 糸永英弘：【特集 骨髄増殖性腫瘍（MPN）診療の最近の進歩】慢性骨髄単球性白血病の病態と治療. 血液内科 79(5) : 

596-602, 2019  

B-c 

1. 宮﨑泰司: 6. 骨髄異形成症候群 はじめに（木崎昌弘, 田丸淳一編集, WHO 分対改訂第 4 班による白血病・リンパ系

腫瘍の病態学, 中外医学社, 東京, p98-108 所収）2019 

2. 宮﨑泰司: 6. 骨髄異形成症候群 1) 単一系統に異形成を有する骨髄異形成症候群（木崎昌弘, 田丸淳一編集, WHO 分

対改訂第 4 班による白血病・リンパ系腫瘍の病態学, 中外医学社, 東京, p108-112 所収）2019 

3. 宮﨑泰司: 6. 骨髄異形成症候群 2) 鉄芽球性貧血／環状鉄芽球を伴う骨髄異形成症候群（木崎昌弘, 田丸淳一編集, 

WHO 分対改訂第 4 班による白血病・リンパ系腫瘍の病態学, 中外医学社, 東京, p112-115 所収）2019 
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4. 宮﨑泰司: 6. 骨髄異形成症候群 3) 多系統に異形成を有する骨髄異形成症候群（木崎昌弘, 田丸淳一編集, WHO 分対

改訂第 4 班による白血病・リンパ系腫瘍の病態学, 中外医学社, 東京, p115-118 所収）2019 

5. 宮﨑泰司: 6. 骨髄異形成症候群 4) 芽球増加を伴う骨髄異形成症候群（木崎昌弘, 田丸淳一編集, WHO 分対改訂第 4

班による白血病・リンパ系腫瘍の病態学, 中外医学社, 東京, p118-120 所収）2019 

6. 宮﨑泰司: 6. 骨髄異形成症候群 4) 芽球増加を伴う骨髄異形成症候群 a) 芽球増加と赤芽球系優位を伴う MDS（木崎

昌弘, 田丸淳一編集, WHO 分対改訂第 4 班による白血病・リンパ系腫瘍の病態学, 中外医学社, 東京, p120 所収）2019 

7. 宮﨑泰司: 6. 骨髄異形成症候群 4) 芽球増加を伴う骨髄異形成症候群 b) 芽球増加と繊維化を伴う MDS（木崎昌弘, 

田丸淳一編集, WHO 分対改訂第 4 班による白血病・リンパ系腫瘍の病態学, 中外医学社, 東京, p120 所収）2019 

8. 宮﨑泰司: 6. 骨髄異形成症候群 5) 単独 5 番染色体長腕欠失を伴う MDS（木崎昌弘, 田丸淳一編集, WHO 分対改訂

第 4 班による白血病・リンパ系腫瘍の病態学, 中外医学社, 東京, p121-123 所収）2019  

9. 宮﨑泰司: 6. 骨髄異形成症候群 6) MDS 分類不能型（木崎昌弘, 田丸淳一編集, WHO 分対改訂第 4 班による白血病・

リンパ系腫瘍の病態学, 中外医学社, 東京, p123-124 所収）2019 

10. 宮﨑泰司：血液／リンパ系疾患 13. 骨髄異形成症候群（泉 孝英編集, 今日の診療のために ガイドライン 外来診

療 2019, 日経メディカル開発, 東京, p484-486 所収）2019  

11. 宮﨑泰司：この論文に注目! Focus on（伊豆津宏二, 木崎昌弘, 坂田（柳元）麻実子, 柴山浩彦, 張替秀郎, 前田嘉信, 宮

﨑泰司編集, Hematopaseo Vol.4 Spring, 凸版印刷, 東京, p54 所収）2019 

12. 宮﨑泰司：[6. 白血球系を主病変とする疾患]急性白血病－急性骨髄性白血病（南学正臣編集, 内科学書 改訂第 9 版

（全 7 冊）Vol.6, 中山書店, 東京, p162-166 所収）2019 

13. 宮﨑泰司：[6. 白血球系を主病変とする疾患]急性白血病－急性リンパ芽球性白血病（南学正臣編集, 内科学書 改訂

第 9 版（全 7 冊）Vol.6, 中山書店, 東京, p166-169 所収）2019 

14. 宮﨑泰司：[6. 白血球系を主病変とする疾患]急性白血病－細胞系統の不明瞭な急性白血病（南学正臣編集, 内科学書 

改訂第 9 版（全 7 冊）Vol.6, 中山書店, 東京, p169-170 所収）2019 

15. 宮﨑泰司：この論文に注目! Focus on（伊豆津宏二, 木崎昌弘, 坂田（柳元）麻実子, 柴山浩彦, 張替秀郎, 前田嘉信, 宮

﨑泰司編集, Hematopaseo Vol.5 Summer, 凸版印刷, 東京, p54 所収）2019  

16. 波多智子：第Ⅸ章 白血病疾患：腫瘍性疾患 1. WHO 分類：骨髄系腫瘍（日本血液学会編集, 血液専門医テキスト 

改訂第 3 版, 南江堂, 東京,  p221－226 所収）2019 

17. 宮﨑泰司：第Ⅸ章 白血病疾患：腫瘍性疾患 11. 混合型急性白血病（日本血液学会編集, 血液専門医テキスト 改

訂第 3 版, 南江堂, 東京, p294-296 所収）2019 

18. 宮﨑泰司：第Ⅸ章 白血病疾患：腫瘍性疾患 12. 二次性（治験関連）白血病（日本血液学会編集, 血液専門医テキ

スト 改訂第 3 版, 南江堂, 東京, p297-300 所収）2019 

19. 松田  晃, 波多智子：第ⅩⅤ章 形態学 1. 骨髄・末梢血スメア標本（日本血液学会編集, 血液専門医テキスト 改訂

第 3 版, 南江堂, 東京, p523-548 所収）2019 

20. 今泉芳孝：血液専門医試験 過去問－解答と解説 小児科形態・機能 2 (日本血液学会編集, 血液専門医テキスト 改訂

第 3 版, 南江堂, 東京, p599-603 所収）2019 

21. 波多智子：血液専門医試験 過去問－解答と解説 共通問題形態・機能 3 (日本血液学会編集, 血液専門医テキスト 改

訂第 3 版, 南江堂, 東京, p604-608 所収）2019 

22. 宮﨑泰司：2 章 骨髄系疾患－C 骨髄異形成症候群（小松則夫編集, 未来型血液治療学, 中外医学社, 東京, p82-87 所

収）2019 

B-e 

1. 森永芳智, 田口  潤, 宮﨑泰司, 栁原克紀, 澤山  靖, 日高匡章, 森  沙耶香, 高槻光寿, 江口 晋：移植医療における

サイトメガロウィルスモニタリングとしての標準化核酸検査の有用. 感染症学雑誌 93(2) : 194-195, 2019 

2. 猪熊孝実, 江頭  崇, 矢野倫太郎, 井上陽香, 松本聡治朗, 東島  潮, 松本周平, 関野元裕, 田口正剛 ,田崎 修：多臓

器不全、遷延する乳酸高値の原因が血管内リンパ腫であった１例. 日本集中治療医学会雑誌 26（Suppl）：O135-4 ,2019  

3. 新野大介, 早田正和, 松本桂奈, 宮崎泰司, 福岡順也：皮膚成人 T 細胞白血病/リンパ腫(ATL) における p63 発現と

TP63 再構成の検討(Expression of p63 and rearrangements of TP63 in ATL with skin involvement)(英語) 日本病理学会会

誌 108(1) : 284, 2019  

4. 長井一浩, 中村浩哉, 原田  浩, 古賀嘉人, 薬師寺千明, 城野栄次, 徳永素子, 山岡久時, 宮﨑泰司：新規血小板保存
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用 Polyolefin バック PO-100 の有用性に関する研究. 日本輸血細胞治療学会誌 65(2) : 353, 2019 

5. 長井一浩, 足立智彦, 原田  浩, 小嶋俊介, 柳沢  龍, 下平滋隆, 江口 晋, 宮﨑泰司：治癒切除後膵臓癌に対する

WT1 ペプチドおよび MUC1 パルス樹状細胞免疫療法の術後アジュバント療法 . 日本輸血細胞治療学会誌 65(2) : 

370, 2019 

6. 中村浩哉, 古賀嘉人, 北薗誠也, 深堀由紀子, 長井一浩, 宮﨑泰司： 長崎大学病院における（照射）濃厚血小板

HLA-LR[日赤]の使用状況と問題点. 日本輸血細胞治療学会誌 65(2) : 455, 2019 

7. 新山侑生, 塚田幸絵, 糸永英弘, 藤岡真知子, 佐々木 龍, 佐藤信也, 安東恒史, 曽山明彦, 三馬 聡, 澤山 靖, 日

高匡章, 高槻光寿, 今泉芳孝, 波多智子, 江口 晋, 中尾一彦, 新野大介, 大島孝一, 宮﨑泰司：生体肝移植後の長期

経過中に発症した中枢神経原発移植後リンパ増殖性疾患. 臨床血液 60(5) : 497-498, 2019  

8. 古賀嘉人, 中村浩哉, 北薗誠也, 深堀由紀子, 川口智穂, 川口千穂, 長井一浩, 宮崎泰司：危機的出血に対する緊急輸

血の安全性を高める手順変更の検討. 日本輸血細胞治療学会誌 65(3) : 733-734, 2019 

9. 長井一浩, 中村浩哉, 原田  浩, 古賀嘉人, 薬師寺千明, 城野栄次, 徳永素子, 山岡久時, 宮﨑泰司：新規血小板保存

用 Polyolefin バッグの有用性に関する研究．日本輸血細胞治療学会誌 65(3) : 731, 2019 

10. 森 沙耶香, 鶴田一人, 佐々木大介, 長谷川寛雄, 宮﨑泰司, 栁原克紀：FLT3-ITD 変異陽性 Acute Promyelocyte 

Leukemia. 日本検査血液学会雑誌 20（学術集会号）：S 94, 2019 

11. 榊 智佳, 安東恒史, 今泉芳孝, 山本和子, 田中 萌, 財前圭晃, 一瀬将広, 古本崇文, 橋本美紀, 藤岡真知子, 坂本 

光, 蓬莱真喜子, 田口正剛, 糸永英弘, 佐藤信也, 澤山 靖, 波多智子, 迎 寛, 福岡順也, 宮﨑泰司：副甲状腺機能低

下症を合併し異所性肺石灰症を来した多発性骨髄腫. 臨床血液 60(6) : 724, 2019  

12. 福地麗雅, 鍬塚さやか, 冨野千愛, 本多 舞, 鍬塚 大, 室田浩之, 塚崎直子, 藤岡真知子, 宮﨑泰司：ピロリ菌除菌

中に生じた薬疹より診断に至った後天性血栓性血小板減少性紫斑病の 1 例. 西日本皮膚科 81(4)：331, 2019 

 

学会発表数                                                              

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0  3  20  0  4  50  

 

 
 

社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

宮﨑泰司・教授 長崎県指定難病審査会委員 長崎県 

宮﨑泰司・教授 長崎県保健医療対策協議会がん対策部会委員 長崎県 

宮﨑泰司・教授 専門委員 
独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 

審査業務部 

宮﨑泰司・教授 理事長 

特定非営利活動法人 成人白血病治療共同研

究機構(JALSG）Japan Adult Leukemia Study 

Group 
宮﨑泰司・教授 ドナー安全委員会 委員 公益財団法人 日本骨髄バンク 

宮﨑泰司・教授 九州地区代表協力医師 公益財団法人 日本骨髄バンク 

宮﨑泰司・教授 評議員 日本内科学会 

宮﨑泰司・教授 資格認定試験委員会 副委員長 日本内科学会 

宮﨑泰司・教授 評議員 日本内科学会九州支部 

宮﨑泰司・教授 理事 日本血液学会 

宮﨑泰司・教授 教育委員会 委員長 日本血液学会 

宮﨑泰司・教授 教育委員会プログラム企画委員会 委員長 日本血液学会  

宮﨑泰司・教授 Associate Editor「International of Hematology」 日本血液学会 

宮﨑泰司・教授 評議員 日本癌学会 

宮﨑泰司・教授 教育委員会 委員 一般社団法人 日本がん治療認定医機構 

宮﨑泰司・教授 評議員 日本造血細胞移植学会 

宮﨑泰司・教授 九州免疫血液研究会 世話人 九州免疫血液研究会 
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宮﨑泰司・教授 代表世話人 長崎幹細胞移植研究会 

宮﨑泰司・教授 幹事 Indolent Hematologic Malignancy 研究会 

宮﨑泰司・教授 
編集アドバイザー「 Trends in Hematological 

Malignancies」 
㈱メディカルレビュー社 

宮﨑泰司・教授 
Reviewer「Japanese Journal of Clinical Oncology

（JJCO）」 
OXFORD JOURNALS 

宮﨑泰司・教授 
Reviewer「Journal of Clinical and Experimental 

Haematology（JCEH）」 
日本リンパ網内系学会 

宮﨑泰司・教授 シニア編集アドバイザー「PNH Frontier」 ㈱メディカルレビュー社 

宮﨑泰司・教授 Editorial Board「Leukemia」 Nature Publishing Group 

宮﨑泰司・教授 Editorial Board「BLOOD RESEARCH」 The Korean Society of Hematology  

宮﨑泰司・教授 疫学部 顧問 財団法人 放射線影響研究所  

宮﨑泰司・教授 臨床研究部 顧問 財団法人 放射線影響研究所  

宮﨑泰司・教授 評議員 
公益財団法人 長崎原子爆弾被爆者対策協議

会 

宮﨑泰司・教授 長崎県緊急被ばく医療ネットワーク検討会委員 公益財団法人 原子力安全研究協会 

宮﨑泰司・教授 骨髄異形成症候群（MDS）連絡会 顧問 MDS連絡会 

波多智子・准教授 評議員 日本血液学会 

波多智子・准教授 専門医認定委員会 委員 日本血液学会 

波多智子・准教授 教育企画委員会 委員 日本血液学会 

波多智子・准教授 編集委員会 委員「臨床血液」 日本血液学会 

波多智子・准教授 血液分野試験問題作成委員 日本内科学会 

波多智子・准教授 正会員 
特定非営利活動法人 成人白血病治療共同研

究機構(JALSG）Japan Adult Leukemia Study 

Group 
波多智子・准教授 長崎県社会保険診療報酬請求書審査委員会委員 社会保険診療報酬支払基金長崎支部 

今泉芳孝・講師 評議員 日本血液学会 

今泉芳孝・講師 評議員 日本 HTLV-1学会 

澤山 靖・助教 移植施設責任者               公益財団法人 日本骨髄バンク 

澤山 靖・助教 調整医師 公益財団法人 日本骨髄バンク 

佐藤信也・助教 在韓被爆者健康診断・相談事業 長崎県 

佐藤信也・助教 長崎市夜間急患センター運営協議会委員 長崎市 

佐藤信也・助教 調整医師 公益財団法人 日本骨髄バンク 

蓬莱真喜子・助教 調整医師 公益財団法人 日本骨髄バンク 

 

競争的研究資金獲得状況 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

宮﨑泰司・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等施

策研究事業（難治性疾患政策研究事業））特

発性造血障害に関する調査研究（研究代表

者：三谷絹子） 

宮﨑泰司・教授 国立研究開発法人 日本医療研究

開発機構（AMED） 

分担 （革新的がん医療実用化研究事業）AYA世代

急性リンパ性白血病の小児型治療法および

遺伝子パネル診断による層別化治療に関す

る研究（研究代表者：早川文彦） 

宮﨑泰司・教授 国立研究開発法人 日本医療研究

開発機構（AMED） 

分担 （革新的がん医療実用化研究事業）骨髄異形

成症候群（MDS）のオミックス解析による治

療反応性および病型進展の新たなバイオマ

ーカーの同定とその実用化に関する研究（研

究代表者：小川誠司） 

宮﨑泰司・教授 国立研究開発法人 日本医療研究

開発機構（AMED） 

分担 （次世代がん医療創生研究事業）大規模シー

ケンス解析に基づく、造血器腫瘍のゲノム、

エピゲノムにおける、空間的・時間的多様性

の研究 （研究代表者：小川誠司） 

宮﨑泰司・教授 国立研究開発法人 日本医療研究

開発機構（AMED） 

分担 （革新的がん医療実用化研究事業）急性骨髄

性白血病における PDX モデルで意義づけら

れた分子層別化システムの確立と臨床的実
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効性と有用性の検証（研究代表者：清井  仁） 

宮﨑泰司・教授 国立研究開発法人 日本医療研究

開発機構（AMED） 

分担 （革新的がん医療実用化研究事業）TP53 遺

伝子変異陽性骨髄異形成症候群に対する新

規治療戦略（研究代表者：南谷泰仁） 

今泉芳孝・講師 国立研究開発法人 日本医療研究

開発機構（AMED） 

分担 （革新的がん医療実用化研究事業）臨床試験

と全国患者実態把握による indolent ATL に

対する標準治療の開発研究（研究代表者：塚

崎邦弘） 

今泉芳孝・講師 国立研究開発法人 日本医療研究

開発機構（AMED） 

分担 （革新的がん医療実用化研究事業）NY-ESO-1

抗原特異的 TCR遺伝子導入Tリンパ球輸注に

よる同種移植後再発難治性成人 T 細胞白血

病リンパ腫を対象とした多施設共同臨床第

Ⅰ相医師手動治験（研究代表者：池田裕明）  

澤山 靖・助教 国立研究開発法人 日本医療研究

開発機構（AMED） 

分担 （革新的がん医療実用化研究事業）急性型お

よびリンパ腫型成人Ｔ細胞白血病に対する

標準治療としての同種造血幹細胞移植法の

確立（研究代表者：福田隆浩）  

宮﨑泰司・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（B） 

原爆被爆者の腫瘍性／非腫瘍性造血細胞に

みられるゲノム異常の包括的解析 

宮﨑泰司・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究（A） 

骨髄不全症候群における胚細胞変異および

体細胞変異の解明に基づく新規治療薬開発

（研究代表者：牧島秀樹） 

今泉芳孝・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

ATLに対する個別化治療：MTAPを指標とした

PRMT5阻害剤による治療の開発 

今泉芳孝・講師 日本学術振興会 分担 基盤研究（B） 

ATLL 及び B 細胞性リンパ腫発症リスク評

価・判定法の開発（研究代表者：齋藤益満） 

安東恒史・助教 日本学術振興会 代表 若手研究 

急性骨髄性白血病における DUSP4 の役割と

治療応用 

安東恒史・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 

ATLに対する個別化治療：MTAPを指標とした

PRMT5 阻害剤による治療の開発（研究代表

者：今泉芳孝） 

佐藤信也・助教 日本学術振興会 代表 若手研究 

原爆被爆者に見られるクローン性造血の解

析 

糸永英弘・客員研

究員 

日本学術振興会 代表 若手研究（B） 

DNA メチル化酵素の視点から治療関連白血

病のマイクロ RNAの制御破綻を俯瞰する 

宮﨑泰司・教授 公益財団法人 武田化学振興財団 代表 特定研究助成 

全ヒトゲノム配列で明らかにする放射線被

ばくの時間的経過とその結果 

宮﨑泰司・教授 

坂本 光・大学院

生 

大日本住友製薬株式会社 CDK9 阻害剤の成熟 T 細胞リンパ腫に対する

薬効薬理研究 

 

その他 

非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

宮﨑泰司・教授 非常勤講師（被曝と健康） 長崎県立大学（シーボルト校） 
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波多智子・准教授 非常勤講師（被曝と健康） 長崎県立大学（シーボルト校） 

今泉芳孝・講師 非常勤講師（被曝と健康） 長崎県立大学（シーボルト校） 

 

新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

宮﨑泰司・教授 韓国への専門家派遣

事業 

NASHIM （ 長

崎・ヒバクシャ

医療国際協力

会 ） 通 信 

Vol.45 

2019 年 3 月 「放射線による造血障害―長期影響―」

について、韓国の馬山医療院にて医師・

看護師等医療従事者を前に講演を行っ

た。 

 


